
専門家に聞く

不
動
産
実
務
の

ど
う
す
る
？

困
りごと

不動産実務の
どうする？ 困りごと 専門

家に聞く
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締
結
を
い
っ
た
ん
止
め
、
面
談
記
録
（
日

時
・
同
席
者
・
確
認
し
た
内
容
・
本
人
の
発

言
）
を
残
し
て
お
く
だ
け
で
も
、
後
の
ト
ラ

ブ
ル
防
止
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

⒉ �「
成
年
後
見
」だ
け
で
は
な
い
。

３
つ
の
制
度
を
使
い
分
け
る

　

財
産
管
理
に
お
け
る
認
知
症
と
い
う
と

「
成
年
後
見
制
度
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が

多
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
賃
貸
経
営
と
の
相

性
と
い
う
観
点
で
は
、
必
ず
し
も
万
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
成
年
後
見
人
は
家
庭
裁
判
所

の
監
督
下
で
「
本
人
の
財
産
を
守
る
こ
と
」

を
最
優
先
と
す
る
た
め
、
収
益
不
動
産
の
建

て
替
え
や
売
却
、
新
規
借
り
入
れ
を
伴
う
改

修
に
は
家
裁
の
許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
、
機
動
的
な
経
営
判
断

が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
近
年
、
よ
く
利

用
さ
れ
る
の
が
「
任
意
後

見
制
度
」
と
「
家
族
信
託

（
民
事
信
託
）」
で
す
。
任

意
後
見
は
オ
ー
ナ
ー
が
お

元
気
な
う
ち
に
ご
自
身
で

に
な
っ
て
い
る
―
―
。
こ
う
し
た
「
静
か
な

る
経
営
停
止
」
の
背
景
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
の

軽
度
認
知
障
害
や
認
知
症
の
進
行
が
潜
ん
で

い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
務
者
の
皆
さ
ま
が
特
に
お
悩
み
な
の

は
、「
契
約
後
に
意
思
能
力
を
理
由
と
し
た

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い

う
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
思
能
力
を

欠
い
た
状
態
で
締
結
さ
れ
た
契
約
は
、
後
日

無
効
を
主
張
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
売
上

金
の
返
還
請
求
に
ま
で
発
展
し
た
例
も
耳
に

し
ま
す
。

　
こ
こ
で
提
案
し
た
い
の
は
、「
契
約
を
急

が
な
い
勇
気
」
と
「
気
付
き
を
記
録
す
る
習

慣
」
で
す
。
面
談
時
に
オ
ー
ナ
ー
が
同
じ
質

問
を
繰
り
返
す
、
署
名
に
異
常
に
時
間
が
か

か
る
―
―
こ
う
し
た
兆
候
が
あ
れ
ば
、
契
約

⒈ �

現
場
で
起
き
て
い
る

「
静
か
な
る
経
営
停
止
」

　
司
法
書
士
と
し
て
相
続
や
成
年
後
見
の
相

談
を
受
け
て
い
る
と
、
不
動
産
管
理
会
社
や

仲
介
会
社
の
ご
担
当
者
か
ら
「
オ
ー
ナ
ー
と

連
絡
が
取
れ
て
い
る
の
に
、
話
が
前
に
進
ま

な
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
修
繕

の
見
積
も
り
を
提
示
し
て
も
決
裁
が
下
り
な

い
、
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
の
更
新
書
類
に
署
名

は
あ
る
が
内
容
を
理
解
し
て
い
る
か
不
安
、

相
続
税
対
策
の
事
業
提
案
が
長
い
間
棚
上
げ

後
見
人
を
指
定
し
、
不
動
産
の
管
理
や
処
分

の
方
針
等
を
決
め
て
お
け
る
制
度
で
、
判
断

能
力
が
低
下
し
た
時
点
で
監
督
人
が
選
任
さ

れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
家
族
信
託
は
、
オ

ー
ナ
ー
（
委
託
者
）
が
信
頼
で
き
る
ご
家
族

（
受
託
者
）
に
不
動
産
の
管
理
処
分
権
限
を

託
す
仕
組
み
で
、
認
知
症
発
症
後
も
受
託
者

の
判
断
で
賃
貸
借
契
約
・
修
繕
・
売
却
ま
で

進
め
ら
れ
る
柔
軟
性
が
魅
力
で
す
。

　
家
族
信
託
は
登
記
簿
に
「
信
託
」
の
登
記

が
な
さ
れ
る
た
め
、
賃
貸
借
契
約
や
売
買
契

約
の
手
続
き
を
担
う
人
は
受
託
者
と
な
り
ま

す
。
家
賃
の
振
込
先
口
座
や
契
約
名
義
の
変

更
が
必
要
と
な
る
た
め
、
信
託
組
成
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
管
理
会
社
側
の
事
務
フ
ロ
ー
も
見

直
し
て
お
く
と
、
後
の
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⒊ �

不
動
産
会
社
が
ハ
ブ
と
な
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
提
案

　
実
務
者
の
皆
さ
ま
に
は
、「
認
知
症
対
策

の
各
制
度
を
勧
め
る
」
の
で
は
な
く
「
オ
ー

ナ
ー
の
病
状
の
進
行
段
階
を
見
極
め
て
専
門

家
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
」
と
い
う
視
点
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
高
齢

者
と
の
取
引
に
お
い
て
は
、
不
動
産
会
社
を
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不
動
産
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
事
業

者
と
、
士
業
等
の
各
種
専
門
家
を
会
員
（
登
録

専
門
家
）
に
擁
し
、
国
内
の
個
人
・
法
人
の
不

動
産
プ
レ
イ
ヤ
ー
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
の

支
援
活
動
を
通
じ
て
、
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
活

性
化
お
よ
び
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
10
月
設

立
、
会
員
数
66
名
（
26
年
３
月
時
点
）。

（
一
社
）不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
家
協
会

オ
ー
ナ
ー
が
認
知
症
。

仲
介
・
管
理
の
現
場
で
の
対
策
は
？

Vol
04

〈
執
筆
〉鈴
木 

美
穂（
す
ず
き
・
み
ほ
）

司
法
書
士
事
務
所
え
み
ち
代
表
司
法
書
士
。
司
法
書
士
・
宅

地
建
物
取
引
士
・
１
級
F
P
。
大
手
信
託
銀
行
の
リ
テ
ー
ル

営
業
10
年
、
司
法
書
士
法
人
お
よ
び
不
動
産
仲
介
事
業
者
で

の
経
験
を
経
て
開
業
。
不
動
産
手
続
き
の
ほ
か
、
認
知
症
対

策
、
相
続
の
事
前
対
策
、
事
後
手
続
き
を
中
心
に
行
な
う
。

中
心
に
、
ご
家
族
と
司
法
書
士
、
弁
護
士
、

税
理
士
、
さ
ら
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
も
つ
な
が
る

連
携
体
制
を
作
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
司
法

書
士
は
家
族
信
託
や
任
意
後
見
、
弁
護
士
は

紛
争
解
決
、
税
理
士
は
税
務
設
計
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
生
活
支
援
と
の
つ
な
ぎ
。
こ
う
し
た

「
橋
渡
し
」
が
で
き
る
管
理
会
社
・
仲
介
会

社
は
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
も
ご
家
族
か
ら
も
厚

い
信
頼
を
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

⒋� �「
気
付
き
」が
、
こ
れ
か
ら
の

仲
介
・
管
理
会
社
の
付
加
価
値
に

　

認
知
症
対
策
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
話
題

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
定
期
的
な
訪
問
で
オ

ー
ナ
ー
と
接
点
を
持
つ
実
務
者
の
皆
さ
ま
の

「
気
付
き
」
が
、
早
期
発
見
の
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
き
っ
と
そ
れ
が
、
オ
ー
ナ
ー
の
資

産
と
、
不
動
産
会
社
と
の
長
い
お
取
引
を
続

け
る
た
め
の
最
良
の
備
え
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

賃
貸
経
営
の
現
場
に
お
い
て
は
「
高

齢
オ
ー
ナ
ー
の
判
断
能
力
の
低
下
」
と

い
う
新
た
な
リ
ス
ク
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
修
繕
や
契
約
更
新
と
い
っ
た
オ
ー

ナ
ー
の
判
断
を
要
す
る
場
面
で
手
続
き

が
滞
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

本
稿
で
は
司
法
書
士
の
立
場
か
ら
、

仲
介
・
管
理
会
社
の
実
務
者
の
皆
さ
ま

が
日
々
の
業
務
の
中
で
取
り
組
め
る

「
提
案
型
の
認
知
症
対
策
」
を
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

不動産
会社

弁護士司法書士

税理士
ケアマネージャー

各専門家が連携して地域包括ケアを


